
―インターネット広告がマス広告を凌ぐ勢いで伸びて

いっている現状を、DACのようなメディアエージェン

シーはどのように捉えているのでしょうか？

®

―つまりは、メディアプランニングにあたって、どの

メディアが強いのかという議論ではなく、「リッチ」と

「リーチ」を最大化するためにどのメディアをどうクロス

させてプランニングしていくべきかという議論が大切

だということですね？

―プランナー、クリエーターにとって、大きな転換期を

迎えているということですね？

―「広告クリエーター＝４マスを埋めるコンテンツを作

る職人」という図式が崩れたということですね。

―最後に、ひとつおききしたいのですが、これから「広告」

にはどんな変化が起きていくと思われますか？

―本日は、たいへん勉強になるお話をいただき、ありが

とうございました。
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